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A Study on Skiing in Japan in the Early Days (1) 
-The History of Skiing and Equipment一
Ichiji Seino 
Abstract 
Skiing has made remarkable progress in our country. It can be said that 
the 11th羽TinterOlympics in Sapporo was a turning-point for it. 
In this paper the author tries to investigate how much growlh skiing in 
Japan h;凶 madesince the early times of skiing (1911-1930) by referring to somc 
older documents. Report 1 isa study on the history of skiing and equipment 
in the early clays. In l{eport I the author will make an attempt to compare 






















を布する言語が Lつあり少すなわち， ドイツ系に!品する Shiまた Skiおよび


































) f]， ~"HiìU IfりとしてL、7この スキ
ーはまた .)j軍事上の舟j途にも







































































途中に討を作り， J:から計?ってきて， その~ 11，)を飛び越える (ν ャンブ競技の浄:
わけj ことをベつってし、fこ。
(48) 






























ノ~ ，)ェー から， へル七ットヲ ス不ルス・ルーF'14)という当時の世界的シ l'ン
ソ】jJs子を招いてp 技術吸収合した。 昭和5年 3月オーストリア・スキー仙の
始祖ともいえるハンネス・シュナイター15)を招いて，各地で、講習会を開き，そ
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ま紙i 本J長 総u 
図 118) 1924年，大正日年「スキ F イング」の
凶をそのまま掲載
良否も考えられ最も良好なものは板目であり，蝉力が強くf'lのように1
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1) 侶田昌植. プ、キー， 1915年(大正4年1，p.8. 
2) 札幌オリンピック組織委員会・ 三日'と )Jcのスポーツ， 19的年(昭和144J'j-:， p.6. 






5) テレマーク (telernark)，ノーノレウェー，この名称は， ノーノしウェーのテレマ F グとい




6) ジャンプ (jurnp)， スキージャンプの発祥地はノーノレウェーで， 19 I止紀の前半である










日本におけるスキ一発祥期についての一考察 (1) 409 
体系を確立，長い一木杖を使い，初めて金属製の締具も考案，いまのアノレベンスキー
の根幹を作りあげた人です。(スキー実用百科， p.353) 
8) フォン・レノレヒ (Lerch.V.)，詳細は木文(稲田昌植， スキー (1915年)， (大IE4年， p. 
14。遠藤吉三郎・木原均，最新スキー術， 1919年(大正8年)， p. 13， p. 256) 









10) 遠藤・木原共幸子: 最新スキー術 (1919年，大正8年i，p.41. 
11) fj凹昂楠: スキー (1915年，大IE4年)， p.141. 




13) アノレベ γ種目 (AlpieeEventsi， 滑降，回転，大回転と，その 3種目をいろいろな形
に組み合わせた複合競技とからなりたっている。ヨーロッパのアルプス地方を中心に
発達した競技であり，そのためアノレベン競技という名で呼ばれている。(雪と氷のス
ポーツ， p.37，スキー実用百科， p.508) 
14)へノレセットスネノレス・ノレード(ノールウェ-i， 1910年~札幌オリンピックに来日，ノー
ノレウヱーのオスロ郊外で生まれた。ノーノレウェーのスキー界にとってノレード家は名門
中の名門。 長い年・月， t止界第1級選手で日本のデャ γプ界でもノレードのフォームが手
木とされていた。世界のジャンプ競技に与えた影響力は大きなものがあった。(スキ
ー実用百科， p.355) 










16)， 17)笹川j忠雄. スキーイング (1924年，大fEl:i年， p.lO). 
18)笹川速雄: スキーイング (1924年，大正 13年， p. 12~13). 
19) 笹川速雄: スキーイング (1924年，大正 13年， p.14) 
20) 稲田昌槌; スキー (1915年，大正4年， p.31). 
21)笹川速機・ スキーイング (1924年，大正 13年， p.7). 
22) 稲田昌悩 スキー (1915年，大正4年， p.4:3). 
23) 稲岡品悩. スキー (1915年，大正4年， p.45). 
24) 稲丘|呂悩. スキー (1915年，大.i.E4年， p.47). 
笹川速雄; スキーイング (1924年，大正 13年， p.6). 




なかったと思う。(スキー実m百科， p. 354) 
26¥ 27)笹川速Mt スキーイング (1924年，大正 13年， p.8-9) 
28)笹川速雄. スキーイング (1921年 3 六正1:3ot， p. 21) 
29) 稲田昌悩. スヰー (1915年，大lE4年， p.51.561. 
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